
　

現
在
、
市
で
は
、
平
成
19
年
か
ら
平
成
28
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
次

総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

景
気
低
迷
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
、
新
名
神
高
速

道
路
の
整
備
や
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
複
線
化
、
東
部
丘
陵
地
の
土
地
利
用
の
検
討

な
ど
、
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
て
、
将
来
的
な
視
点
と
展
望
に
立
っ
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
定
め
る
た
め
、
第
４
次
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
今

回
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
く
た
め
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〜
第
４
次
城
陽
市
総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
〜

総
合
計
画
と
は

総
合
計
画
は
、
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

計
画
で
あ
り
、
市
の
将
来

像
や
、
将
来
像
の
実
現
に

向
け
た
基
本
的
な
方
針
や

施
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。

現
在
策
定
中
の
第
４
次

総
合
計
画
の
目
標
年
次
は

平
成
38
年
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
現
行
の
第

３
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

取
組
状
況
の
総
括
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
３
次
総
合
計
画
の

取
組
状
況

全
体
の
総
括

第
３
次
総
合
計
画
に
お

け
る
８
施
策
、
45
の
分
野

別
展
望
ご
と
に
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
平
成
26
年
度

末
ま
で
の
取
り
組
み
実
績

な
ど
に
基
づ
い
て
総
括
を

行
い
ま
し
た
（
表
１
）
。

計
画
期
間
に
お
い
て
は
、

税
収
の
減
少
や
社
会
保
障

費
の
増
大
に
よ
る
財
源
の

不
足
、
団
塊
の
世
代
の
大

量
退
職
に
よ
る
担
い
手
の

不
足
、
地
域
の
繋
が
り
の

希
薄
化
な
ど
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
に
伴
う
諸
問
題

が
顕
在
化
し
た
期
間
で
あ

り
、
45
の
分
野
別
展
望
に

つ
い
て
も
多
く
の
分
野
で

基
本
方
針
（
目
標
）
の
達

成
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
ま

す
。
次
期
計
画
の
策
定
に

向
け
て
、
目
標
や
取
り
組

み
の
見
直
し
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

１
．
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

「
消
防
・
救
急
体
制
の

充
実
し
た
ま
ち
を
つ
く

る
」
（
目
標
達
成
状
況
：

◎
）
に
つ
い
て
は
、
車
両

や
資
機
材
、
消
防
水
利
の

整
備
に
よ
り
消
防
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。

「
災
害
に
強
い
ま
ち
を

つ
く
る
」
（
○
）
に
つ
い

て
は
、
自
主
防
災
組
織
へ

の
支
援
や
福
祉
避
難
所
の

協
定
締
結
な
ど
、
地
域
の

防
災
体
制
の
確
立
に
努
め

ま
し
た
。

「
犯
罪
の
な
い
ま
ち
を

つ
く
る
」
（
△
）
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

駅
前
広
場
な
ど
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
順
次
進

め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯

（
街
灯
）
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯

に
更
新
す
る
な
ど
、
犯
罪

の
抑
制
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
し
た
。

２
．
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

「
城
陽
ら
し
い
ま
ち
な

み
を
創
造
し
保
全
す
る
」

（
△
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
に
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
屋
外
広
告

物
の
掲
出
に
係
る
許
可
・

更
新
事
務
な
ど
を
実
施
し
、

良
好
な
市
街
地
環
境
の
保

全
を
図
り
ま
し
た
。

「
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち

を
実
現
す
る
」
（
○
）
に

つ
い
て
は
、
木
津
川
運
動

公
園
の
整
備
要
望
お
よ
び

南
区
域
の
一
部
供
用
開
始

や
市
民
協
働
に
よ
る
都
市

緑
化
事
業
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
み
ど
り
豊
か
な
ま

ち
の
実
現
に
努
め
ま
し
た
。

「
新
た
な
都
市
空
間
の

形
成
を
図
る
」
（
△
）
に

つ
い
て
は
、
山
砂
利
採
取

地
の
修
復
指
導
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
名
神
高
速

道
路
の
整
備
を
は
じ
め
と

し
た
土
地
利
用
の
検
討
・

実
施
を
進
め
ま
し
た
。

「
良
好
な
住
環
境
を
つ

く
る
」
（
△
）
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
開
発

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

住
民
の
転
入
促
進
、
流
出

抑
制
を
目
的
と
し
て
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

「
安
全
な
水
道
水
を
安

定
供
給
す
る
」
（
◎
）
に

つ
い
て
は
、
水
道
施
設
の

計
画
的
な
更
新
を
進
め
る

と
と
も
に
、
城
陽
市
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
や
水
道
施
設
整

備
計
画
を
策
定
し
、
健
全

な
経
営
を
推
進
し
ま
し
た
。

「
下
水
道
の
整
備
を
進

め
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
」
（
○
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
に
市
内
の
ほ

ぼ
全
域
の
整
備
を
終
え
る

と
と
も
に
、
公
共
下
水
道

未
接
続
の
一
般
世
帯
、
集

合
住
宅
お
よ
び
事
業
所
に

対
し
個
別
訪
問
や
啓
発
文

書
の
郵
送
に
よ
る
普
及
啓

発
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
墓
地
の
確
保
を
検
討

す
る
」
（
■
）
に
つ
い
て

は
、
市
外
の
火
葬
場
利
用

に
対
す
る
補
助
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
墓
地
の
確
保
に
向
け

た
協
議
が
必
要
で
す
。

「
駅
周
辺
整
備
を
推
進

し
公
共
交
通
対
策
を
充
実

す
る
」
（
△
）
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
複
線

化
促
進
で
は
第
二
期
事
業

着
手
、
バ
ス
路
線
で
は
プ

ラ
ム
イ
ン
城
陽
長
池
線
の

開
設
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
し
た
。

「
安
全
で
快
適
な
道
づ

く
り
を
推
進
す
る
」

（
△
）
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
道
路
や
生
活
道
路

の
整
備
、
維
持
管
理
に
よ

り
、
円
滑
な
移
動
の
確
保

や
安
全
で
快
適
な
道
づ
く

り
に
努
め
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
対
策
を
推

進
す
る
」
（
△
）
に
つ
い

て
は
、
道
路
や
交
通
安
全

施
設
の
整
備
、
各
種
交
通

安
全
啓
発
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
交
通
事
故
の

防
止
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

「
浸
水
被
害
の
軽
減
と

環
境
に
優
し
い
川
づ
く
り

を
推
進
す
る
」
（
△
）
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
に
河

川
整
備
や
維
持
管
理
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
浸
水

被
害
の
軽
減
や
市
民
に
親

し
ま
れ
る
河
川
づ
く
り
に

努
め
ま
し
た
。

３
．
健
康
で
幸
せ
な

ま
ち
づ
く
り

「
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
」
（
○
）
に

つ
い
て
は
、
健
康
診
査
や

予
防
接
種
に
お
い
て
個
別

通
知
を
行
い
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。

「
地
域
で
と
も
に
支
え

あ
う
仕
組
み
を
充
実
す

る
」
（
△
）
に
つ
い
て
は
、

福
祉
活
動
団
体
な
ど
へ
の

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、

府
・
市
・
事
業
者
の
間
で

「
山
城
ふ
る
さ
と
を
守
る

活
動
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
、
地
域
で
共
に
支

え
合
う
体
制
の
強
化
に
努

め
ま
し
た
。

「
高
齢
者
福
祉
を
充
実

す
る
」
（
○
）
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
実
施

に
向
け
た
準
備
を
行
い
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

「
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
」

（
○
）
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
・
多
世
代
交
流
施
設

と
し
て
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー　

ひ
な
た
ぼ
っ

こ
を
整
備
す
る
な
ど
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
し
た
。

「
障
が
い
の
あ
る
人
が

自
立
し
た
生
活
を
営
む
環

境
を
つ
く
る
」
（
○
）
に

つ
い
て
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
が
暮
ら
し
や
す
い
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

平
成
23
年
度
に
城
陽
市
障

が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

を
設
置
し
、
市
民
講
座
や

障
が
い
者
施
設
見
学
会
な

ど
、
障
が
い
の
理
解
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
た
。

「
生
活
支
援
を
必
要
と

す
る
市
民
が
自
立
す
る
た

め
の
支
援
に
努
め
る
」

（
○
）
に
つ
い
て
は
、
窓

口
相
談
員
、
就
労
支
援
員
、

多
重
債
務
相
談
員
な
ど
を

配
置
し
、
相
談
・
支
援
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
保
険
・
医
療
を
充
実

す
る
」
（
○
）
に
つ
い
て

は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助

事
業
の
実
施
や
検
診
助
成

を
実
施
し
、
市
民
の
健
康

増
進
に
努
め
ま
し
た
。

４
．
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
づ
く
り

「
生
涯
学
習
を
推
進
す

る
」
（
○
）
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
情
報
紙
の
発
行

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、

市
民
の
生
涯
学
習
活
動
の

場
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

「
幼
稚
園
教
育
を
充
実

す
る
」
（
△
）
に
つ
い
て

は
、
公
立
幼
稚
園
に
お
け

る
預
か
り
保
育
の
拡
大
や
、

私
立
幼
稚
園
へ
の
助
成
な

ど
、
就
学
前
教
育
へ
の
支

援
に
努
め
ま
し
た
。

「
学
校
教
育
を
充
実
す

る
」
（
△
）
に
つ
い
て
は
、

学
力
の
向
上
や
安
心
安
全

な
教
育
環
境
の
確
保
、
障

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ

の
支
援
な
ど
、
多
様
な
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

「
社
会
教
育
を
充
実
す

る
」
（
○
）
に
つ
い
て
は
、

社
会
教
育
に
お
い
て
は
活

動
内
容
の
情
報
提
供
や
施

設
使
用
料
の
減
免
、
図
書

館
に
お
い
て
は
、
書
籍
に

触
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り

や
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
図
書
選
定
、
配
架
な
ど

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

「
文
化
芸
術
を
振
興
す

る
」
（
○
）
に
つ
い
て
は
、

文
化
芸
術
推
進
計
画
の
進

行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

文
化
芸
術
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
民
に
対
す
る

表
彰
制
度
を
創
設
す
る
な

ど
、
文
化
芸
術
の
振
興
を

図
り
ま
し
た
。

「
文
化
財
・
郷
土
の
歴

史
の
保
存
・
継
承
を
推
進

す
る
」
（
○
）
に
つ
い
て

は
、
芝
ヶ
原
古
墳
の
整
備

を
完
了
す
る
と
と
も
に
、

歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い

て
、
特
別
展
や
ふ
れ
あ
い

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に

努
め
ま
し
た
。

＜表１＞【第３次総合計画の目標達成状況（４段階）】

施策 分野別
展望数

目標達成状況
◎ ○ △ ■

１． 安心・安全の
まちづくり

3 1 1 1 0
100.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0%

２． 快適なまちづ
くり

11 1 2 7 1
100.0% 9.1% 18.2% 63.6% 9.1%

３． 健康で幸せな
まちづくり

7 0 6 1 0
100.0% 0.0% 85.7% 14.3% 0.0%

４． 心がふれあう
まちづくり

8 1 5 2 0
100.0% 12.5% 62.5% 25.0% 0.0%

５． 活力に満ちた
まちづくり

4 0 0 3 1
100.0% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0%

６． 環境にやさし
いまちづくり

3 2 1 0 0
100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0%

７． 市民と進める
まちづくり

4 0 1 3 0
100.0% 0.0% 25.0% 75.0% 0.0%

８． 信頼される市
政運営

5 0 2 3 0
100.0% 0.0% 40.0% 60.0% 0.0%

計 45 5 18 20 2
100.0% 11.1% 40.0% 44.4% 4.4%

＜目標達成状況＞◎：目標達成に向け順調
　　　　　　　　○：やや遅れているが、おおむね順調
　　　　　　　　△：遅れが生じており、さらなる取り組みが必要
　　　　　　　　■：このままでは目標達成が難しい
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い
た
だ
い
た
人
に
は
、
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

城
陽
市
の
こ
と
に
つ
い
て

城
陽
市
の
住
み
よ
さ
に

つ
い
て
は
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
住
み
よ
い
」
が

49
・
７
㌫
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
住
み
よ
い
」
が

32
・
７
㌫
と
、
８
割
以
上

が
住
み
よ
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
な
お
、
前
回
の
調

査
と
比
較
す
る
と
「
住
み

よ
い
」
が
４
・
５
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

１
）
。

今
後
の
定
住
意
向
に
つ

い
て
は
、
「
現
在
の
と
こ

ろ
に
ず
っ
と
住
み
つ
づ
け

た
い
」
が
66
・
０
㌫
で
あ

り
、
約
７
割
の
人
が
定
住

意
向
を
持
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
回
の
調
査
と
比

較
す
る
と
「
現
在
の
と
こ

ろ
に
ず
っ
と
住
み
つ
づ
け

た
い
」
が
４
・
８
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

２
）
。

若
年
層
の
定
住
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

若
年
層
の
定
住
化
に
向

け
て
必
要
な
こ
と
は
、

「
女
性
が
働
け
る
環
境
づ

く
り
や
子
育
て
支
援
環
境

の
充
実
」
が
38
・
３
㌫
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
地

場
産
業
や
新
た
な
産
業
振

興
に
よ
る
雇
用
の
受
け
皿

づ
く
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
な
ど
の
起
業
支
援
」
が

31
・
３
㌫
、
「
通
勤
や
通

学
に
便
利
な
交
通
体
系
の

充
実
」
が
26
・
２
㌫
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て

子
ど
も
を
産
み
、
育
て

や
す
く
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
、
「
産
婦
人
科

や
小
児
科
な
ど
の
充
実
」

が
42
・
１
㌫
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
男
女
と
も
に
子

育
て
し
や
す
い
職
場
の
制

度
・
環
境
整
備
」
が
39
・

１
㌫
、
「
延
長
保
育
や
病

児
保
育
な
ど
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
」
が
36
・
１

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図

４
）
。

市
民
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

第
４
次
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
や
基
本
的
な
方

針
に
つ
い
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か

が
い
、
新
た
な
総
合
計
画

に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
市
民
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
京
都
大

学
大
学
院
人
間
環
境
学
研

究
科
教
授
の
小
島
泰
雄
氏

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、

各
種
団
体
の
代
表
お
よ
び

公
募
市
民
の
総
勢
25
人
に

ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。昨

年
の
12
月
か
ら
、
こ

れ
ま
で
に
４
回
開
催
し
、

「
城
陽
市
の
強
み
」
を
共

有
し
た
う
え
で
、
「
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
」
、
「
城

陽
市
を
良
く
す
る
取
り
組

み
」
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

と
情
報
公
開
の
適
正
な
運

用
を
図
る
」
（
○
）
に
つ

い
て
は
、
情
報
公
開
制
度

の
周
知
お
よ
び
職
員
向
け

の
研
修
な
ど
に
取
り
組
み
、

情
報
公
開
の
推
進
、
個
人

情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い

に
努
め
ま
し
た
。

「
適
正
で
効
率
的
・
効

果
的
な
行
政
運
営
を
推
進

す
る
」
（
○
）
に
つ
い
て

は
、
職
員
数
の
削
減
の
他
、

電
算
シ
ス
テ
ム
の
活
用
や

外
部
委
託
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
業
務
の
効
率
化
や

質
的
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
実
現
す
る
」
（
△
）

に
つ
い
て
は
、
経
常
的
な

支
出
の
抑
制
・
収
入
の
確

保
を
図
る
た
め
、
よ
り
利

率
の
低
い
民
間
資
金
な
ど

へ
の
借
換
え
に
よ
る
公
債

費
の
抑
制
や
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
の
開
始
に
よ
る
市
税

収
納
機
会
の
拡
大
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

「
戦
略
的
に
行
政
経
営

を
推
進
す
る
」
（
△
）
に

つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

計
画
的
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
、
活
き
生
き
改
革

プ
ラ
ン
な
ど
進
行
管
理
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

第
４
次
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
や
意
向
な
ど

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
昨
年
７
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
実
施
し
た

ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
調
査
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
ご
回
答

「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
図
る
」
（
△
）

に
つ
い
て
は
、
市
民
会
議

の
開
催
、
各
種
講
座
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
啓
発

な
ど
、
「
さ
ん
さ
ん
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
施
策
に
よ

り
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
努
め
ま
し
た
。

「
人
権
と
平
和
を
尊
重

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
」
（
○
）
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
対
す
る

取
り
組
み
や
平
和
都
市
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
、
人
権
文
化
や
平

和
社
会
の
構
築
に
努
め
ま

し
た
。

「
国
際
交
流
を
推
進
す

る
」
（
△
）
に
つ
い
て
は
、

姉
妹
都
市
（
大
韓
民
国
慶

山
市
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
）
を
中

心
に
、
行
政
間
の
交
流
や

国
際
交
流
協
会
に
よ
る
市

民
参
加
の
交
流
事
業
な
ど

に
よ
り
、
国
際
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
語
教
室

の
実
施
や
外
国
語
表
記
の

生
活
ガ
イ
ド
の
作
成
な
ど
、

市
内
在
住
外
国
人
へ
の
支

援
も
実
施
し
ま
し
た
。

８
．
信
頼
さ
れ
る市

政
運
営

「
市
民
へ
の
情
報
発
信

と
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

を
図
る
」
（
△
）
に
つ
い

て
は
、
市
政
へ
の
理
解
に

繋
が
る
よ
う
広
報
活
動
の

内
容
を
適
宜
見
直
す
と
と

も
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
、
新
た

に
未
来
ま
ち
づ
く
り
会
議

を
開
催
す
る
な
ど
、
広
聴

活
動
の
維
持
お
よ
び
充
実

に
努
め
ま
し
た
。

「
個
人
情
報
保
護
制
度

な
ど
の
関
係
団
体
と
協
働

で
観
光
資
源
・
地
域
資
源

の
活
用
を
図
り
、
観
光
施

策
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

「
消
費
者
保
護
を
推
進

す
る
」
（
△
）
に
つ
い
て

は
、
各
種
講
座
の
開
催
や

相
談
体
制
の
整
備
な
ど
を

進
め
ま
し
た
。

６
．
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

「
環
境
を
守
り
育
て

る
」
（
○
）
に
つ
い
て
は
、

各
種
環
境
施
策
の
計
画
的

な
実
施
な
ど
に
よ
り
、
環

境
保
全
に
努
め
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
資
源
循

環
型
社
会
の
構
築
を
推
進

す
る
」
（
◎
）
に
つ
い
て

は
、
ご
み
袋
の
透
明
・
白

色
半
透
明
化
、
プ
ラ
マ
ー

ク
製
品
の
分
別
収
集
や
廃

蛍
光
管
の
拠
点
回
収
な
ど

に
よ
る
施
策
や
各
種
啓
発

活
動
な
ど
を
進
め
、
ご
み

の
減
量
・
再
利
用
化
に
努

め
ま
し
た
。

「
地
下
水
を
保
全
す

る
」
（
◎
）
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
民
間
井
戸
な
ど
に

つ
い
て
毎
年
度
水
質
調
査

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
下
水
保
全
対
策
委
員
会

を
開
催
し
、
採
取
量
を
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

下
水
の
保
全
を
図
り
ま
し

た
。

７
．
市
民
と
進
め
る

ま
ち
づ
く
り

「
市
民
参
加
と
協
働
を

推
進
す
る
」
（
△
）
に
つ

い
て
は
、
平
成
19
年
度
に

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
以
来
、
講
座

や
相
談
な
ど
の
支
援
を
継

続
し
て
実
施
し
、
市
内
の

活
動
団
体
の
育
成
な
ど
に

努
め
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
振
興
す

る
」
（
○
）
に
つ
い
て
は
、

体
育
関
係
団
体
へ
の
補
助

や
東
城
陽
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
広
場
の
整
備
、
総
合

運
動
公
園
の
設
備
改
修
な

ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

「
健
全
な
青
少
年
を
育

成
す
る
」
（
◎
）
に
つ
い

て
は
、
各
種
催
事
の
開
催

や
、
青
少
年
健
全
育
成
市

民
会
議
の
活
動
を
通
じ
た

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

５
．
活
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り

「
農
業
の
振
興
を
図

る
」
（
△
）
に
つ
い
て
は
、

圃
場
整
備
に
よ
る
優
良
農

地
の
集
積
や
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
農
業
振
興
に
努
め

る
と
と
も
に
、
直
売
所
の

運
営
・
周
知
な
ど
、
生
産

者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

「
商
工
業
の
振
興
を
図

る
」
（
■
）
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
企
業
や
商
店
街
、

地
場
産
業
に
対
す
る
支
援

に
加
え
、
新
市
街
地
整
備

な
ど
に
よ
る
新
規
事
業
の

立
ち
上
げ
に
取
り
組
み
、

市
全
体
の
商
工
業
の
振
興

に
努
め
ま
し
た
。
今
後
は
、

新
名
神
高
速
道
路
の
供
用

開
始
や
新
市
街
地
、
白
坂

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ど
の
企

業
誘
致
に
あ
わ
せ
た
適
切

な
商
工
業
支
援
策
が
必
要

で
す
。

「
観
光
の
振
興
を
図

る
」
（
△
）
に
つ
い
て
は
、

観
光
振
興
計
画
や
梅
の
郷

青
谷
整
備
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
観
光
協
会

今回ご紹介しました「第３次城陽市総合計画総括報告書」および
「まちづくり市民アンケート調査結果報告書」については、市ホー
ムページや行政情報資料コーナーで公開しています。あわせてご
覧ください。

H27調査
（n=958）

H17調査
（n=885）

現在のところにずっと住みつづけたい 市内のどこか適当なところへ移りたい
市外へ移りたい
無回答

どちらともいえない

66.0 5.3 7.8 18.9 2.0

61.2 5.8 8.8 20.9 3.3

0% 100%80%60%40%20%

＜図２＞　定住意向について

H27調査
（n=958）

H17調査
（n=885）

住みよい どちらかいえば住みよい
どちらかといえば住みにくい
わからない 無回答

住みにくい

32.7 49.7 9.1 4.9
2.4

1.3

28.2 52.1 9.7 5.0
2.8

2.1

0% 100%80%60%40%20%

＜図１＞　住みよさについて

＜図４＞　子どもを産み育てやすくするために必要なこと　（n=958）

親子が安心して集まれる場や
イベントの機会

子育てについて相談できる場や
情報の提供

保育所等の数や受入人数の増大

学童保育の充実

延長保育や病児保育など、
保育サービスの充実

産婦人科や小児科などの充実

保育所等の費用負担の軽減

多子世帯への経済的支援

不妊治療や高齢出産に対する支援

仕事と家庭生活を両立するための
男性の意識改革

男女ともに子育てしやすい
職場の制度・環境整備

地域で活動するNPOの活用など、地域で
子どもを産み育てやすい環境の創出

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8.3

19.5

27.8

18.8

36.1

42.1

31.6

16.5

13.5

7.5

39.1

4.5

4.5

3.8

＜図３＞　若年層の定住化に向けた取り組みについて　（n=958）

青少年の健全育成に
向けての教育環境の充実

女性が働ける環境づくりや
子育て支援環境の充実

若い人やファミリー世帯向けの
住環境の充実

地場産業や新たな産業振興による
雇用の受け皿づくり、

ベンチャー企業などの起業支援

公園や緑地など身近ないこいの場の充実

買い物・遊びなどの賑わいある空間づくり

様々な交流やコミュニティ活動が
活発に行われるような環境づくり

通勤や通学に便利な交通体系の充実

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

7.2

3.3

26.2

10.4

18.5

8.4

31.3

22.3

38.3

14.5

☆ホームページアドレス☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/

（2）平成28年（2016年）  ４月15日


